
目指すゴール        12.つくる責任・つかう責任

目指すゴールと自社

の活動の関係

弊社は「日本の食品業界の良いスパイラルの起点となる」ことを目標として

おり、資材廃棄ロス、食品廃棄ロスの削減に取り組み、持続可能な消費と

生産を支えるための、省エネと資源効率の促進を実行したい。

資材廃棄ロス、食品廃棄ロスの削減

ターゲット（12.3、12.5）に向けて部署横断のプロジェクトを組み、

資材廃棄ロスについては、過剰にならない資材発注の仕組み作り、

資源の有効活用による資材廃棄の抑制により年間資材ロス金額を、

2025年までに2021年度対比で50％削減する。

食品廃棄ロスについては、生産数と販売数の乖離により発生する過剰在庫

商品の期限内での効率的な販売、賞味期限の延⾧、フローズンチルド化

による廃棄ロス削減を実行し、2025年までに売上に対するロス率を

0.1％未満にする。

株式会社伍魚福は2030年までに国連の加盟国すべてが達成すべき

「持続可能な開発目標（SDGs）」の活動に賛同し、事業活動を通じて

目標達成のため積極的に取り組んでいきます。

≪ 伍魚福の取り組み ≫

達成に向けた具体的

な取組内容


